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新年の ごあいさつ
桜川市長

中
な か

田
た

　裕
ひろし

桜川市議会 議長

林
はやし

　悦
え つ

子
こ

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
希

望
に
輝
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
国
に
お
い

て
は
、
8
月
に
消
費
税
増
税
関
連
法

案
が
可
決
・
成
立
し
、
平
成
27
年
10

月
に
消
費
税
が
10
％
に
ま
で
段
階
的

に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
だ
け
長
期
的
不
況
の
中

で
、
こ
の
法
案
が
可
決
さ
れ
た
こ
と

は
、
国
民
の
皆
様
に
与
え
る
心
理
的

影
響
は
極
め
て
大
き
い
も
の
と
考
え

ま
す
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
の
急

速
な
進
展
や
国
・
地
方
の
極
め
て
厳

し
い
財
政
状
況
下
で
、
双
方
の
安
定

財
源
の
確
保
は
避
け
ら
れ
な
い
課
題

と
言
え
ま
す
。

　
今
後
は
、
皆
様
の
理
解
を
得
る
た

め
に
も
、
本
市
も
含
め
て
、
引
き
続

き
国
・
地
方
を
通
じ
た
地
方
分
権
改

革
と
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
を
行
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
市
内
に
お
い
て
は
、「
東
日
本
大

震
災
」
が
本
市
に
残
し
た
傷
も
癒
え

な
い
5
月
、
今
度
は
、
茨
城
県
か
ら

栃
木
県
に
か
け
て
少
な
く
と
も
3
つ

の
竜
巻
が
発
生
。そ
の
内
の
一
つ
が
、

筑
西
市
玉
戸
か
ら
本
市
門
毛
に
ま
で

及
び
、
本
市
に
負
傷
者
2
人
と
82
棟

に
も
上
る
家
屋
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

　
新
年
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
２
０
１
３
年
の
新
春
を
迎
え
、
議

会
を
代
表
し
、
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
皆
様
に
と
り
ま
し

て
、
ど
の
よ
う
な
一
年
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。
国
内
外
の
出
来
事
を
振

り
返
れ
ば
、
ま
ず
浮
か
ぶ
の
は
、
４

年
に
一
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

で
す
。

　
体
操
の
内う

ち

村む
ら

航こ
う

平へ
い

選
手
の
金
メ
ダ

ル
受
賞
な
ど
、
多
く
の
日
本
の
若
い

選
手
が
活
躍
し
、
私
た
ち
国
民
を
元

気
づ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
何
よ
り
嬉
し
か
っ
た
の

は
、
山や

ま

中な
か

伸し
ん

弥や

教
授
の
ノ
ー
ベ
ル
医

学
・
生
理
学
賞
受
賞
で
し
た
。
し
か

も
、
50
歳
と
い
う
、
賞
の
世
界
で
は

異
例
の
若
さ
。
東
日
本
大
震
災
、
福

島
第
一
原
発
の
事
故
以
来
、
社
会
不

安
の
中
で
自
信
を
失
っ
て
い
た
日
本

に
、
勇
気
を
与
え
、
忘
れ
か
け
て
い

た
誇
り
を
取
り
戻
す
き
っ
か
け
を
く

れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
的
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
・

ア
メ
リ
カ
・
ロ
シ
ア
・
中
国
・
韓
国

そ
し
て
日
本
と
、
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー

交
代
の
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ト
ッ
プ
が
代
わ
れ
ば
、
方
針
も
変

わ
り
ま
す
。日
本
は
よ
く
言
わ
れ
る
、

「
平
成
の
失
わ
れ
た
20
年
」
の
中
で
、

そ
れ
ま
で
の
日
本
社
会
を
解
体
し
、

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
か
け
声

　
竜
巻
に
よ
る
建
物
な
ど
へ
の
被
害

を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
人

的
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
の

予
報
情
報
の
配
信
強
化
な
ど
の
対
策

は
可
能
で
す
。
今
後
も
、
防
災
体
制

な
ど
の
見
直
し
を
図
り
、
市
民
の
皆

様
の
安
全
・
安
心
を
基
本
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
も
市
民
生
活
の
基
本

で
あ
り
ま
す
「
健
康
な
暮
ら
し
」
を

確
保
す
る
た
め
に
、
地
域
医
療
の
あ

る
べ
き
姿
を
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

 

一
方
で
、
本
市
が
県
内
初
の

F

フ

ェ

イ

ス

ブ

ッ

ク

a
ceb

ook

を
開
設
し
て
か
ら
、
早

い
も
の
で
一
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

媒
体
と
し
たF

a
ceb

ook

は
、
友
達

関
係
で
成
り
立
ち
、
よ
り
信
頼
性
の

高
い
口
コ
ミ
情
報
が
友
達
か
ら
友
達

へ
と
ど
ん
ど
ん
伝
達
さ
れ
て
い
く
た

め
、
本
市
の
PR
が
迅
速
に
展
開
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、F

a
ceb

ook

を
通
じ
て

本
市
の
様
々
な
情
報
を
市
内
外
の
方

に
提
供
す
る
こ
と
で
、
交
流
人
口
の

増
加
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
10
月
に
は
、
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
自
立
し
た
生
活
が
で

き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
「
高
齢

者
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
が

ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
も
県
内
初
の
事
業

の
も
と
、
世
界
一
律
の
基
準
を
目
指

し
て
、
社
会
を
作
り
変
え
よ
う
と
し

て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
こ
の
流
れ
は
、
大
き

な
転
換
点
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
例
を
申
せ
ば
、
気
が
つ
い
て
み

れ
ば
、
地
方
に
は
若
者
の
雇
用
の
場

が
無
い
。
改
革
、
改
革
と
浮
か
れ
て

い
る
う
ち
に
、
超
大
型
店
舗
が
出
店

す
れ
ば
、
周
辺
の
中
小
店
舗
が
千
店

無
く
な
る
と
い
う
よ
う
に
、
産
業
基

盤
が
衰
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
極

端
な
合
理
性
の
追
求
は
、
弱
肉
強
食

を
正
当
化
す
る
こ
と
に
も
な
り
、
そ

の
よ
う
な
風
潮
の
下
で
は
、
病
院
で

す
ら
統
廃
合
を
迫
ら
れ
る
の
で
す
。

　
国
家
の
富
が
失
わ
れ
、
地
域
の
縁

も
薄
れ
、
家
族
が
バ
ラ
バ
ラ
の
社
会

は
、
決
し
て
私
た
ち
が
作
ろ
う
と
し

た
社
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
で

は
、
高
齢
者
世
帯
が
増
え
、
若
者
は

就
職
、
子
育
て
に
便
利
な
大
都
市
に

住
む
傾
向
は
、
今
後
も
簡
単
に
は
変

わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　
桜
川
市
は
、
世
代
間
を
越
え
た
相

互
扶
助
を
基
本
に
し
た
、
日
本
社
会

の
良
さ
が
残
る
ま
ち
で
あ
り
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
２
０
１
３
年
は
、
ど
の
よ
う
な
年

に
な
る
で
し
ょ
う
か
？ 

悲
観
的
な

話
ば
か
り
が
耳
に
入
っ
て
き
が
ち
で

す
が
、
歴
史
と
伝
統
に
支
え
ら
れ
た

で
、
市
内
の
新
聞
販
売
店
や
金
融
機

関
な
ど
、
高
齢
者
に
接
す
る
機
会
の

多
い
事
業
所
と
警
察
・
消
防
な
ど
が

連
携
す
る
こ
と
で
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
を
さ
り
げ
な
く
見
守
り
、

異
変
が
確
認
さ
れ
た
場
合
な
ど
に
は

的
確
な
対
応
を
提
供
す
る
も
の
で

す
。
地
域
意
識
が
希
薄
に
な
り
つ
つ

あ
る
昨
今
、
こ
の
活
動
を
き
っ
か
け

に
、
地
域
も
含
め
た
高
齢
者
を
孤
立

さ
せ
な
い
ネ
ッ
ワ
ー
ク
が
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
私
が
桜
川
市
長
と
し
て

2
期
目
の
市
政
運
営
に
携
わ
ら
せ
て

い
た
だ
い
て
以
来
、
3
年
2
か
月
が

経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
も
、
本
市
第
１
次
総
合
計

画
に
掲
げ
る
本
市
の
将
来
像
「
伝
統

と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
田
園
文

化
都
市
」の
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、

私
の
市
政
運
営
の
基
本
理
念
「
市あ

な

た民

が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
も
と
、

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
着
実
に
結
実
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
本
年
も
引
き
継
き
、
こ
の
基
本
理

念
の
も
と
、
本
市
将
来
像
の
建
設
に

向
け
、
更
な
る
努
力
を
し
て
参
り
ま

す
と
と
も
に
、
ゴ
ミ
の
落
ち
て
い
な

い「
日
本
一
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り
」

に
向
け
て
も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上

げ
、新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

日
本
の
社
会
基
盤
は
、
案
外
に
強
固

で
す
。「
遊
び
」「
含
み
」「
回
り
道
」

な
ど
と
い
う
日
本
語
が
あ
る
よ
う

に
、
も
の
事
を
絶
対
視
し
な
い
日
本

人
に
は
、
高
い
修
正
力
と
応
用
力
が

あ
る
か
ら
で
す
。

　
以
上
、
思
い
つ
い
た
ま
ま
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
桜
川
市
に
は
、
集
落
道

や
中
小
河
川
の
整
備
か
ら
、
小
中
学

校
の
耐
震
化
、
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

の
改
築
な
ど
、
進
行
中
の
事
業
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
20
～
30
年

は
維
持
で
き
る
県
西
総
合
病
院
の
建

て
替
え
を
含
む
、
中
核
病
院
構
想
や

市
民
要
望
の
高
い
つ
く
ば
市
な
ど
周

辺
ア
ク
セ
ス
の
更
な
る
向
上
な
ど
、

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　
激
動
の
時
代
を
担
う
私
と
し
ま
し

て
は
、
柔
軟
さ
と
、
見
識
を
高
く
持

つ
こ
と
を
心
が
け
、
乗
り
切
っ
て
い

く
所
存
で
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
無
病
息
災
を
願

い
、
有
意
義
な
一
年
を
過
ご
さ
れ
ま

す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。
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平
成
24
年
第
１
回
桜
川
市
教
育

委
員
会
臨
時
会
に
お
い
て
、
市
教

育
委
員
長
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

教
育
委
員
の
互
選
に
よ
り
、
市
教

育
委
員
長
、
市
教
育
委
員
長
職
務

代
理
者
が
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま

し
た
。

■
主
な
経
歴
／
桜
川
市
立
岩
瀬
西

中
学
校
校
長
、
桜
川
市
家
庭
相
談

員
、
桜
川
市
教
育
委
員
、
教
育
委

員
長
職
務
代
理
者

■
主
な
経
歴
／
桜
川
市
立
岩
瀬
東

中
学
校
校
長
、
茨
城
県
剣
道
連
盟

理
事
、
桜
川
市
家
庭
相
談
員
、
桜

川
市
教
育
委
員

　
平
成
24
年
９
月
11
日
開
会
の
第

３
回
市
議
会
定
例
会
で
、
海
老
澤 

敦
氏
が
、
市
教
育
委
員
に
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

■
主
な
経
歴
／
㈱
海
老
澤
工
業
所

取
締
役
、
桜
川
市
教
育
委
員
、
教

育
委
員
長
職
務
代
理
者
、
教
育
委

員
長

◆
　
◆
　
◆
　
◆
　
◆

　
平
成
24
年
９
月
11
日
開
会
の
第

３
回
市
議
会
定
例
会
で
、
永
瀬
　

昇
氏
（
入
野
地
区
）
が
、
桜
川
市

ほ
か
一
部
事
務
組
合
等
公
平
委
員

会
委
員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
主
な
経
歴
／
桜
川
市
総
務
部
次

長
兼
総
務
課
長
・
市
民
生
活
部
長

教育委員長

奥村　茂 氏

教育委員長職務代理者

杉山　忠光 氏

公平委員

永瀬　昇 氏

教育委員

海老澤　敦  氏

市
教
育
委
員
長
に

奥お

く

村む

ら

　
茂

し
げ
る 

氏

市
教
育
委
員
長
職
務

代
理
者
に

杉す

ぎ

山や

ま 

忠た

だ

光み

つ 

氏
が
就
任

市
教
育
委
員
に

海え

老び

澤さ

わ

　
敦

あ
つ
し 

氏
が
再
任

桜
川
市
ほ
か
一
部
事
務
組

合
等
公
平
委
員
会
委
員
に

永な

が

瀬せ

　
昇

の
ぼ
る 

氏
が
選
任

　
真
壁
伝
承
館
は
、
平
成
23
年
９

月
１
日
に
開
館
し
て
以
来
、
地
域

交
流
の
拠
点
と
し
て
多
く
の
皆
さ

ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
鋼
板
パ
ネ
ル
付
鉄
骨
ラ
ー
メ
ン

造
と
い
う
近
代
的
技
法
で
の
建
物

に
す
る
こ
と
で
凹
凸
が
少
な
い
大

き
な
内
部
空
間
に
す
る
こ
と
が
で

き
、
ま
た
、
外
見
は
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
既
存
の
町
並
み
な
ど
周
辺

景
観
を
考
慮
し
て
設
計
さ
れ
、
白

黒
の
モ
ノ
ト
ー
ン
を
基
調
に
町
並

み
と
調
和
し
て
い
る
な
ど
が
評
価

さ
れ
、
真
壁
伝
承
館
は
数
々
の
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
本
館
は
、
国
の
重
要
的
建
造
物

群
保
存
地
区
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

位
置
し
て
い
ま
す
が
、
市
と
し
て

は
、
地
域
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
更
な
る
市
民
の
皆
さ
ま
の
利
活

用
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

真
壁
伝
承
館
が

５
つ
の
賞
を
受
賞

　国内で最も権威のある建築の賞で昭和 18年に

創設され県内では２例目

2012日本建築学会賞（作品賞）

　優れた設計の趣旨によって地域の真実性に根

ざした堅実で心温まるような好ましい建築

平成24年日本建築士会 連合会賞（優秀賞）

　公益財団法人日本デザイン振興会が主催する

総合的なデザイン推奨制度で暮らしと産業そし

て社会全体を豊かにする良いデザインが顕彰

2012グッドデザイン賞

　茨城県のブランド力を高める優れたデザイン

の商品や活動などが選定

いばらきデザインセレクション2012（知事選定）

　自然環境とまちなみとの調和を重視し、まち

なみおよび居住環境の向上に資するうるおいの

あるまちづくり顕彰事業

平成24年度まちづくり グリーンリボン賞



さくらがわ　2013.1.15

平
成
18
年
に
「
桜
川
地
区
被
害
者

支
援
連
絡
協
議
会
」
設
立

　
被
害
者
支
援
連
絡
協
議
会
は
、

犯
罪
被
害
者
の
方
や
そ
の
遺
族
に

対
し
て
の
支
援
活
動
を
目
的
に
、

県
内
各
警
察
署
単
位
で
設
立
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
桜
川
地
区
被
害
者
支
援
連
絡
協

議
会
は
、
警
察
署
・
交
通
安
全
協

会
・
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
・

学
識
経
験
者
の
皆
さ
ま
と
桜
川
市

長
・
市
役
所
各
部
長
な
ら
び
に
事

務
局
が
会
員
と
な
り
、
平
成
18
年

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

支
援
対
象
と
な
る
犯
罪
被
害

　
本
協
議
会
の
支
援
対
象
と
な
る

犯
罪
被
害
は
、
日
本
国
内
の
犯
罪

ま
た
は
日
本
国
外
に
あ
る
日
本
船

舶
も
し
く
は
日
本
航
空
機
内
で
行

わ
れ
た
、
人
の
生
命
ま
た
は
身
体

を
害
す
る
罪
に
当
た
る
犯
罪
行
為

（
過
失
犯
を
除
く
。）
に
よ
る
死

亡
・
重
傷
病
ま
た
は
障
害
で
あ
り
、

緊
急
避
難
に
よ
る
行
為
や
心
神
喪

失
者
ま
た
は
刑
事
未
成
年
者
の
行

為
の
た
め
に
、
刑
法
上
加
害
者
が

罰
せ
ら
れ
な
い
場
合
も
対
象
に
含

ま
れ
ま
す
。

被
害
者
の
経
済
的
支
援
な
ど

　
本
協
議
会
の
主
な
活
動
内
容

は
、
被
害
者
の
捜
査
過
程
に
お
い

て
必
要
と
な
る
診
断
書
料
の
費
用

負
担
な
ど
の
被
害
者
の
経
済
的
支

援
や
毎
年
11
月
の
被
害
者
支
援
週

間
に
お
け
る
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
・
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
チ

ラ
シ
や
啓
発
品
の
配
布
の
ほ
か
、

被
害
者
遺
族
を
講
師
に
迎
え
た

「
い
の
ち
の
講
演
会
」
を
実
施
し
、

命
の
大
切
さ
に
つ
い
て
認
識
を
深

め
て
も
ら
う
講
演
会
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
近
年
、
様
々
な
犯
罪
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ

た
被
害
者
の
方
の
多
く
が
、
十
分

な
支
援
も
受
け
ら
れ
ず
、
社
会
的

に
も
孤
立
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
市
役
所
は
、
こ
の
よ
う
な
犯
罪

被
害
者
の
方
か
ら
の
相
談
に
対
し

て
関
係
部
局
が
所
管
す
る
各
種
支

援
制
度
の
案
内
や
補
助
申
請
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
市
役
所 

生
活
安
全

課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

　

平
成
24
年
度 

厚
生
労
働
省
の

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
の
標
語

と
し
て
、
桃
山
中
学
校
２
年
生
の

大
塚
倫
大
さ
ん
の
作
品

『
気
づ
く
の
は

あ
な
た
と
地
域
の 

心
の
目
』

が
、
最
優
秀
作
品
に
選
ば
れ
、
昨

年
11
月
24
日
に
札
幌
市
で
開
催
さ

れ
た
同
省
主
催
の
「
子
ど
も
の
虐

待
防
止
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
ほ
っ

か
い
ど
う
」
で
、
厚
生
労
働
大
臣

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
大
塚
さ
ん
は
、
日
常
の
テ
レ
ビ

の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
か
ら
伝
え
ら
れ

る
児
童
虐
待
の
報
道
に
、「
虐
待

を
な
く
す
た
め
に
は
何
が
大
切
な

の
か
」
を
思
い
、
学
校
の
「
虐
待

を
考
え
る
授
業
」
の
中
で
こ
の
標

語
を
考
え
ま
し
た
。

　
厚
生
労
働
省
は
、
毎
年
11
月
を

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と

位
置
づ
け
、
集
中
的
な
広
報
・
啓

発
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
こ
の

大
塚
さ
ん
の
作
品
は
、
同
省
の

全
国
公
募
に
よ
り
、
応
募
数
５,

５
１
３
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
、

同
省
が
作
成
し
た
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
の
啓
発
ポ
ス
タ
ー
な
ど

に
掲
載
さ
れ
、
県
や
市
町
村
、
学

校
、
警
察
な
ど
に
広
く
配
布
さ
れ

活
用
さ
れ
ま
し
た
。

荻
おぎ

野
の

県警本部長から飯嶌副市長に表彰状が贈られました。

厚生労働大臣からの表彰状を手にする大塚倫大さん（写真左）と標語
が入った啓発ポスター（写真右）

 『気づくのは　
　　あなたと地域の 心の目』

桃山中２年 大
おお

塚
つか

 倫
とも　ひろ

大さん
-「児童虐待防止推進月間」標語 -

最優秀作品

- 桜川地区被害者支援連絡協議会 -

犯罪被害者支援で

県内初の表彰

　
桜
川
地
区
被
害
者
支
援
連
絡
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
犯
罪
被
害

者
の
方
へ
の
支
援
に
対
し
て
、
茨
城
県
警
察
と
社
団
法
人
い
ば
ら
き

被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
県
内
で
初
と
な
る
表
彰
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。



今
年
も
豊
作
！
７
合
の
ご
飯
を

食
べ
合
う
「
大お

お

飯め
し

祭ま
つ

り
」

岩
瀬
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会
か
ら

市
教
育
委
員
会
に
寄
付

食
の
安
全
安
心
講
演
会

「
健
康
に
生
き
る
た
め
の
食
事
の
工
夫
」

㈱
ス
ミ
ハ
ツ
が
青
少
年
の

ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
野
球
大
会

地
区
交
通
安
全
子
供
自
転
車
大
会
で

真
壁
小
・
谷
貝
小
が
県
大
会
出
場

７
合
の
ご
飯
を
食
べ
て
い
る
氏
子
た
ち
に
、

ご
飯
を
勧
め
て
回
る
「
今
浜
さ
ま
」

中
田
市
長
に
寄
付
金
を
手
渡
す
岩
瀬
カ
ラ
オ

ケ
連
合
会
の
鈴
木 

勝
会
長
（
写
真
中
央
）
と

萩は
ぎ

原わ
ら 

廣ひ
ろ
し
さ
ん
（
写
真
右
）

約
２
０
０
人
の
来
場
者
の
前
で
熱
心
に
講
演

す
る
高
村
登
美
子
さ
ん

桜
川
市
近
隣
中
学
校
野
球
大
会
で
優
勝
し
た

石
下
中
学
校
の
皆
さ
ん
と
㈱
ス
ミ
ハ
ツ
専
務

取
締
役
の
津つ

留る

高こ
う

英え
い

さ
ん
（
写
真
後
列
右
）

交
通
安
全
子
供
自
転
車
桜
川
地
区
大
会
で
連

覇
を
達
成
し
た
真
壁
小
の
皆
さ
ん

　
昨
年
12
月
９
日
、
下
泉
地
区
の
下
泉
集
会
所
で

「
大
飯
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
祭
り
は
、
地
元
鹿
島
神
社
の
氏
子
た
ち
が

集
ま
り
、
作
物
の
実
り
へ
の
感
謝
と
健
康
を
祈
願

す
る
も
の
で
、
約
５
０
０
年
続
い
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
お
椀
に
高
く
盛
ら
れ
た
７
合
の
ご
飯

を
氏
子
た
ち
が
食
べ
合
い
、途
中
で
「
今い

ま

浜は
ま

さ
ま
」

と
呼
ば
れ
る
神
様
が
、〝
も
っ
と
食
べ
ろ
〟
と
ご

飯
を
勧
め
て
回
り
ま
し
た
。

　
同
地
区
の
仁に

平へ
い

区
長
は
、「
専
業
農
家
が
減
っ

て
き
て
、
祭
り
の
存
続
が
難
し
い
。
存
続
で
き
る

よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
岩
瀬
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会
（
鈴す

ず

木き

勝
ま
さ
る

会
長
）
か
ら
、

市
内
の
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
の
学
力
向
上
の
一

助
と
し
て
教
育
教
材
の
購
入
な
ど
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
、
教
育
委
員
会
に
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、同
連
合
会
が
岩
瀬
体
育
館
「
ラ
ス
カ
」

で
開
催
し
た
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会
と
と
も
に
開
催
し

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
文
化
祭
で
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の

趣
旨
に
賛
同
す
る
会
員
か
ら
の
募
金
を
寄
付
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　
中
田
市
長
は
「
岩
瀬
カ
ラ
オ
ケ
連
合
会
の
会
員

の
皆
様
の
善
意
に
応
え
、
子
供
た
ち
の
学
力
向
上

の
た
め
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」と
、

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

　
大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト
ラ
ス
」
を
会

場
に
、
食
品
学
・
食
品
加
工
学
専
門
家
で
元
つ
く

ば
国
際
短
期
大
学
教
授
の
高た

か

村む
ら

登と

美み

子こ

さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、「
放
射
能
汚
染
の
中
で
暮
ら
す 

～
健

康
に
生
き
る
た
め
の
食
事
の
工
夫
～
」
を
テ
ー
マ

に
、食
の
安
全
安
心
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
演
会
は
、
放
射
能
と
食
品
に
つ
い
て
の

情
報
提
供
と
安
全
性
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
約
２
０
０
人

の
来
場
者
は
、同
氏
の
生
き
る
こ
と
の
基
本
「
食
」

の
面
か
ら
、
今
後
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
な
ど
の
講
演
内
容
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
昨
年
の
11
月
、
岩
瀬
桜
川
運
動
公
園
野
球
場
を

メ
イ
ン
会
場
に
市
内
を
は
じ
め
近
隣
の
市
町
か
ら

総
勢
22
校
が
参
加
し
て
、
桜
川
市
近
隣
中
学
校
野

球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
㈱
ス
ミ
ハ
ツ
（
台
山
高
森
工
業

団
地
内
）
が
、
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
毎

年
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今
回
が
通
算
19
回
目

と
な
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
同
社
は
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を

図
る
た
め
に
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
へ
の
積
極
的
な
後
押
し
を
行
っ
て
お
り
、
今

大
会
で
は
、
常
総
市
立
石
下
中
学
校
野
球
部
の
皆

さ
ん
が
見
事
な
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
第
40
回
を
数
え
る
交
通
安
全
子
供
自
転
車
桜
川

地
区
大
会
（
兼
県
大
会
予
選
）
が
真
壁
体
育
館
で

実
施
さ
れ
、
真
壁
小
学
校
が
昨
年
に
続
き
優
勝
し

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
桜
川
地
区
交
通
安
全
協
会
・
警

察
署
な
ど
の
主
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今

回
も
市
内
の
11
小
学
校
か
ら
44
人
の
児
童
選
手
が

参
加
。
交
通
規
制
な
ど
の
学
科
テ
ス
ト
や
安
全
・

技
能
走
行
の
実
技
テ
ス
ト
が
実
施
さ
れ
、
選
手
た

ち
は
一
生
懸
命
競
技
に
臨
み
ま
し
た
。

　
団
体
の
部
は
、
真
壁
小
が
優
勝
、
谷
貝
小
が
準

優
勝
、
第
３
位
が
雨
引
小
。
今
後
、
真
壁
小
・
谷

貝
小
の
県
大
会
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
昨
年
11
月
、
茨
城
県
庁
で
開
催
さ
れ
た
第
42
回

茨
城
県
職
業
能
力
開
発
促
進
大
会
で
、
石
彫
工
の

富
田 

秀
さ
ん（
真
壁
町
山
尾
地
区
）
が
橋
本
知
事

か
ら
茨
城
県
技
能
者
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
同
氏
は
、
燈
籠
・
墓
石
な
ど
石
製
品
の
製
造
に

長
年
従
事
さ
れ
、
伝
統
的
技
法
と
現
代
の
加
工
技

術
を
融
合
さ
せ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
・
オ
ブ
ジ
ェ
な

ど
の
優
れ
た
彫
刻
品
を
製
作
。
ま
た
、
筑
波
大
学

の
学
生
た
ち
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン（
石い

し

匠く

の

見
世
蔵
組
合
）
に
よ
る
作
品
づ
く
り
や
後
継
者
育

成
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
る
と
と

も
に
、技
能
者
の
模
範
と
し
て
、石
材
業
の
振
興
に

貢
献
し
て
い
る
こ
と
か
ら
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

石
彫
工
の
富と

み

田た 

秀い
ず
み

さ
ん
が

茨
城
県
技
能
者
表
彰

県
庁
で
橋
本
知
事
か
ら
茨
城
県
技
能
者
表
彰

を
受
賞
し
た
富
田 

秀
さ
ん

真
壁
ミ
ニ
バ
ス（
女
子
）が

県
西
で
優
勝
、県
大
会
で
は
ベ
ス
ト
８

全
国
大
会
茨
城
県
予
選
を
突
破
し
て
全
国
大

会
出
場
を
目
標
と
す
る
真
壁
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
女
子
の
皆
さ
ん

　
昨
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
茨
城
県
県
西
地
区
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
秋
季
大
会
で
、
真
壁
ミ
ニ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子
が
、
優
勝
を
飾
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
翌
月
に
開
催
さ
れ
た
第
40
回
茨
城
県
ミ

ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
で
は
、
ベ
ス

ト
８
に
入
賞
を
果
た
し
、
こ
れ
に
よ
り
今
月
26
・

27
日
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
茨
城
県
予
選
へ
の

参
加
資
格
を
得
ま
し
た
。
現
在
、
選
手
た
ち
は
予

選
突
破
に
向
け
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　
６
年
生
の
加か

藤と
う

季り

乃の

亜あ

キ
ャ
プ
テ
ン
は
「
最
高

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
全
国
出
場
を
目
指
し
た
い
で

す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

桃
山
中
が
新
人
体
育
大
会
で
、
２
部
門
が
見
事
な
優
勝

　
昨
年
10
月
末
に
開
催
さ

れ
た
平
成
24
年
度
茨
城
県

中
学
校
新
人
体
育
大
会

で
、
桃
山
中
学
校
の
男
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
男
子

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
共
に

優
勝
し
ま
し
た
。

　
男
子
バ
レ
ー
は
全
試
合

ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
で
の
優

勝
。
男
子
ソ
フ
ト
も
好
試

合
で
９
年
ぶ
り
２
回
目
の

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

さくらがわ　2013.1.17 さくらがわ　2013.1.1 6

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
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弁護士法人
萩原総合法律事務所
弁護士法人
萩原総合法律事務所

☎0296-48-8875

『借金・離婚・交通事故など』『借金・離婚・交通事故など』

筑西市乙828番3 SATOHビル2階（JR下館駅南口徒歩30秒）

（月～金  9:00～12:00、13:00～17:30）

毎週水曜日は、夜８時まで
ご相談いただけます。（予約制）

茨城県弁護士会所属  弁護士  萩原慎二茨城県弁護士会所属  弁護士  萩原慎二
弁護士  平久　真弁護士  平久　真

桜川市にお住まいの方へ桜川市にお住まいの方へ
桜川市にお住まいの方は・・・
法律相談が30分間無料になります！
ぜひ、お気軽にご相談ください。

介護でお困りの方
介護のご相談は

電話 0296－20－6071電話 0296－20－6071

居宅介護支援事業所
さくらがわ

☎０２９６－２０－６０７１☎０２９６－２０－６０７１
介護老人保健施設 さくらがわ介護老人保健施設 さくらがわ
内科・外科・消化器内科・循環器科・呼吸器科・耳鼻科内科・外科・消化器内科・循環器科・呼吸器科・耳鼻科

☎０２９６－５８－５０５８☎０２９６－５８－５０５８
延島クリニック延島クリニック

入所・ショートスティ・通所リハビリテーション

INFORM
ATION

情
報
ひ
ろ
ば

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
児
童

に
入
学
祝
金
を
支
給
し
ま
す

児
童
福
祉
課

　
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
で
、
平
成

25
年
４
月
か
ら
中
学
・
高
等
学
校

な
ど
に
入
学
を
予
定
し
て
い
る
児

童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
に
、
入

学
祝
金
３
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

チ
コ
ピ
ー
）
を
募
集
し
ま
す
。

　
入
選
作
品
は
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、

ラ
ジ
オ
な
ど
の
様
々
な
媒
体
を
通

じ
て
、広
く
活
用
す
る
予
定
で
す
。

■
応
募
条
件
／
自
作
で
未
発
表
の

も
の
。
１
人
１
点

■
応
募
方
法
／
は
が
き
ま
た
は
電

子
メ
ー
ル
に
、
作
品
、
氏
名
、
性

別
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、

職
業
（
小
・
中
・
高
校
生
の
場
合

は
学
校
名
、
学
年
）
を
明
記
の
う

え
、
応
募
先
ま
で
送
付
・
送
信
し

て
く
だ
さ
い
。

■
作
品
の
権
利
／
入
選
作
品
の
一

切
の
権
利
は
当
局
に
帰
属
す
る
。

入
選
作
品
は
、
当
局
で
一
部
修
正

す
る
こ
と
が
あ
る
。
応
募
作
品
は

返
却
し
な
い
。

■
問
合
せ
・
応
募
先
／
総
務
省

統
計
局
国
勢
統
計
課 

住
宅
・
土

地
調
査
広
報
担
当
（
〒
１
６
２-

８
６
６
８ 

東
京
都
新
宿
区
若
松

町
19-

１ 

☎
０
３-

５
２
７
３

-

１
０
０
５
・
電
子
メ
ー
ル: 

jy
u
ta

k
u
h
y
og

o@
sou

m
u
.g

o.jp

）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

平
成
25
年
度 

真
壁
医
師
会
　

准
看
護
学
院
生
募
集
（
一
般
）

真
壁
医
師
会
准
看
護
学
院

■
募
集
人
員
／
40
名

■
修
業
年
限
／
２
年
間

■
受
験
資
格
／
中
学
校
卒
業
以
上

の
方

■
出
願
期
間
／
１
月
28
日
（
月
）

～
２
月
14
日
（
木
）

■
試
験
日
・
試
験
科
目

①
２
月
15
日
（
金
）
／ 

国
語
、

数
学
、
作
文

②
２
月
17
日
（
日
）
／
面
接

■
試
験
場
／
真
壁
医
師
会
准
看
護

学
院

■
問
合
せ
・
資
料
請
求
先
／
真

壁
医
師
会
准
看
護
学
院 

募
集
要

項
Ａ
係
（
〒
３
０
８-

０
８
４
１ 

筑
西
市
二
木
成
８
２
７-

１ 

☎

０
２
９
６-

22-

７
７
０
２
）

１
月
10
日
は
「
１
１
０
番
の

日
」
で
す

桜
川
警
察
署

　
１
１
０
番
は
、
事
件
・
事
故
に

あ
っ
た
と
き
や
目
撃
し
た
と
き

に
、
警
察
へ
緊
急
の
通
報
を
す
る

た
め
の
手
段
で
す
。

携
帯
電
話
か
ら
１
１
０
番
す
る

時
は

・ 

市
外
局
番
な
し
で
「
１
１
０
」

を
プ
ッ
シ
ュ
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

携
帯
電
話
か
ら
１
１
０
番
す
る

と
、
通
報
場
所
の
位
置
が
あ
る

程
度
特
定
さ
れ
ま
す
が
、
近
く

の
会
社
や
お
店
、
ま
た
は
東
京

電
力
の
電
柱
番
号
や
自
動
販
売

機
の
住
所
ス
テ
ッ
カ
ー
の
住
所

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

聴
覚
・
言
語
に
障
害
の
あ
る
方

の
１
１
０
番
は

・ 

メ
ー
ル
１
１
０
番
（
携
帯
電
話
）

／h
ttp

://ib
a
ra

k
i1

1
0
.jp

・ 

Ｆ

Ａ

Ｘ

１

１

０

番

／

♯

７
４
１
２
ま
た
は
０
２
９-

３
０
１-

６
１
１
０

緊
急
を
要
さ
な
い
要
望
・
相
談
は

　
犯
罪
な
ど
に
よ
る
被
害
の
未
然

防
止
、
そ
の
ほ
か
皆
様
の
安
全
と

平
穏
に
関
す
る
相
談
で
、
緊
急
を

要
さ
な
い
電
話
は
、
警
察
安
全
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
♯
９
１
１
０

ま
た
は
０
２
９-

３
０
１-

９
１
１
０
）
ま
た
は
、
桜
川
警
察

署
へ
お
か
け
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
桜
川
警
察
署
（
☎

０
２
９
６-

55-

０
１
１
０
代

表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

職
場
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す

茨
城
労
働
局

　
労
使
間
の
ト
ラ
ブ
ル
（
解
雇
、

い
じ
め
嫌
が
ら
せ
、
労
働
条
件
の

不
利
益
変
更
な
ど
）
で
お
困
り
の

皆
様
の
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。（
無
料
）

■
問
合
先
／
茨
城
労
働
局
企

画
室
（
☎
０
２
９-

２
２
４-

６
２
１
２
）

■
対
象
者
／
３
月
１
日
現
在
に
お

い
て
、
桜
川
市
に
住
所
を
有
す
る

ひ
と
り
親
な
ど
の
方
で
、
平
成
25

年
４
月
か
ら
中
学
・
高
等
学
校
な

ど
に
入
学
を
予
定
し
て
い
る
児
童

を
養
育
さ
れ
て
い
る
方

■
申
請
に
必
要
な
物
／
就
学
通
知

書
ま
た
は
合
格
通
知
書
の
写
し
、

申
請
者
の
通
帳
の
写
し
、
印
鑑
、

戸
籍
謄
本
お
よ
び
住
民
票
謄
本

※
児
童
扶
養
手
当
証
書
、
医
療
費

■
測
定
場
所
／
岩
瀬
庁
舎
駐
車
場 

地
上
１
ｍ（
毎
週
月
曜
日
に
測
定
）

■
測
定
結
果
／
い
ず
れ
も
健
康
に

害
の
な
い
数
値
で
す
。

■
シ
ー
ベ
ル
ト（
Sv
）／
人
の
体
が

放
射
線
を
受
け
た
時
の
影
響
を
表

す
単
位

■
問
合
先
／
環
境
対
策
課
（
☎

58-

５
１
１
１
・
75-
３
１
１
１

代
表
）

※
保
育
所
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学

校
の
測
定
結
果
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

受
給
者
証
（
申
請
者
の
も
の
）
が

あ
る
方
は
、
戸
籍
謄
本
お
よ
び
住

民
票
謄
本
は
添
付
不
要

■
申
請
期
間
／
２
月
１
日
（
金
）

～
28
日
（
木
）（
合
格
通
知
書
は

３
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
提
出
）

■
提
出
先
／
児
童
福
祉
課
（
岩
瀬

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）

■
問
合
先
／
児
童
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６-

75-

３
１
５
６
直

通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

●
　
　
●
　
　
●
　
　
●
　
　
●

石
綿
に
よ
る
疾
病
の
補
償
・

救
済

茨
城
労
働
局

　
中
皮
腫
や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症

し
、
そ
れ
が
労
働
者
と
し
て
石
綿

ば
く
露
作
業
に
従
事
し
て
い
た
こ

と
が
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
労
災
保
険
法
に
基
づ

く
各
種
の
労
災
保
険
給
付
や
石
綿

救
済
法
に
基
づ
く
特
別
遺
族
給
付

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
中
皮
腫
な
ど
で
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
が
過
去
に
石
綿
業
務

に
従
事
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、

支
給
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
相
談
先
／
茨
城
労
働

局 

労
災
補
償
課
（
☎
０
２
９-

２
２
４-

６
２
１
７
）、
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署

平
成
25
年 

住
宅
・
土
地
統
計

調
査
標
語
募
集

総
務
省
統
計
局

　
平
成
25
年
10
月
１
日
を
調
査
日

と
す
る
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
の

実
施
に
当
た
り
、
調
査
の
意
義
や

重
要
性
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
き
、
全
て
の
人
の
理
解
と
協
力

の
下
に
調
査
が
正
確
か
つ
円
滑
に

行
わ
れ
る
よ
う
、
標
語
（
キ
ャ
ッ

　税・保険料は納期内に納め
るようにしましょう。
　また、納め忘れがなく簡
単で便利な口座振替制度を
ご利用ください。

1月納期の
税・保険料

・・・・・

市県民税　　　　　４期

国民健康保険税　　７期

後期高齢者医療保険料　７期

納期限／ 1月 31 日（木）

お
知
ら
せ

募
　
集

健
康
・
福
祉

　市民の皆様の声を行政に

反映するために、市長と語

り合ってみませんか。話題

はなんでも結構です。

■日時／ 1 月 28 日（月） 

　9 時～12 時・13 時～16 時

■ 場所／市役所 真壁庁舎

（真壁町飯塚 911）

■ 問合先／秘書広報課（☎

58-5111・75-3111 代表）

※ 次回／ 2 月 25 日（月）市

役 所 大 和 庁 舎（ 羽 田

1023）

市長と語ろう！

「市民の日」

桜川市の放射線量

単位：マイクロシーベルト（μSv）／時間

測定日

（天気）

測定時間

9時 12時 15 時

12/3（曇） 0.098 0.104 0.086

12/10（晴） 0.091 0.093 0.084

12/17（曇） 0.094 0.102 0.099

寄
　
付

　
市
の
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
文
化
振

興
に
、
２
件
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

■
氏
名
／
裕ゆ

う

和わ

会か
い 

様

・
寄
付
金
／
１
０
０,
７
０
０
円

■
氏
名
／
岩
瀬
桜
川
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ 

様

・
寄
付
金
／
１
０
４,
５
０
０
円



乳
幼
児
健
診
・
育
児
相
談

岩
瀬
・
大
和
地
区
の
方

■
１
歳
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
24
・
２
月
生

・
日
程
／
２
月
25
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

■
１
歳
６
か
月
児
健
診

・
対
象
／
Ｈ
23
・
６
月
、
７
月
生

・
日
程
／
２
月
19
日
（
火
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

・
日
程
／
２
月
６
日
（
水
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

成
人
健
康
づ
く
り

■
総
合
健
康
相
談

・
対
象
／
乳
幼
児
～
高
齢
者

・�

日
程
／
２
月
６
日
（
水
）、
20

日
（
水
）

・�

会
場
／
健
康
推
進
課
（
岩
瀬
庁

舎
）、
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
10
時
～
11
時
30
分

※
子
ど
も
の
計
測
、
離
乳
食
・
栄

養
相
談
希
望
者
は
、
要
予
約

献
　
　
血

■
２
月
14
日
（
木
）

・
会
場
／
パ
ワ
ー
マ
ー
ト
岩
瀬
店

・
受
付
時
間
／
10
時
～
12
時

■
２
月
14
日
（
木
）

・
会
場
／
県
西
総
合
病
院

・
受
付
時
間
／
13
時
30
分
～
16
時

精
神
保
健

■
精
神
保
健
デ
イ
ケ
ア（
要
予
約
）

・�

日
程
／
２
月
５
日
（
火
）、
13

日
（
水
）、19
日
（
火
）、26
日
（
火
）

・�

開
催
時
間
／
９
時
30
分
～
11
時

げ
み
が
き
用
）

■
育
児
相
談

・
対
象
／
Ｈ
24
・
８
月
、
９
月
生

・
日
程
／
２
月
13
日
（
水
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル

真
壁
地
区
の
方

■
３
歳
児
健
診

・�

対
象
／
Ｈ
21
・
10
月
、
11
月
、

12
月
生

・
日
程
／
２
月
１
日
（
金
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）、
コ
ッ
プ
、
尿
、

目
と
耳
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

■
２
歳
児
歯
科
健
診

・�

対
象
／
Ｈ
22
・
10
月
、
11
月
、

12
月
生

・
日
程
／
２
月
７
日
（
木
）

・
会
場
／
真
壁
保
健
セ
ン
タ
ー

・
受
付
時
間
／
13
時
～
13
時
20
分

・�

持
参
／
母
子
健
康
手
帳
、
送
付

し
た
問
診
票
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

歯
ブ
ラ
シ
（
子
ど
も
用
と
仕
上

げ
み
が
き
用
）、
コ
ッ
プ

■
育
児
相
談

・�

対
象
／
Ｈ
24
・
７
月
、
８
月
、

９
月
生

30
分

・�

内
容
／
心
に
障
害
を
持
つ
方
々

の
集
ま
り
で
す
。

■
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談（
要
予
約
）

・
日
程
／
２
月
18
日
（
月
）

・
会
場
／
岩
瀬
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
開
催
時
間
／
13
時
～
15
時

・�

内
容
／
精
神
保
健
福
祉
士
が
担

当
し
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

休
日
応
急
診
察
医
療
機
関

２
月
３
日
（
日
）

・
医
療
機
関
名
／
千
勝
医
院

・
住
所
／
本
木
１
６
０
２-

５

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
１
０

２
月
10
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
つ
く
し
野
ク
リ

ニ
ッ
ク

・
住
所
／
真
壁
町
椎
尾
２
０
２
２

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

20-

７
７
５
５

２
月
11
日
（
月
）

・�

医
療
機
関
名
／
延
島
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
東
飯
田
６
０
０

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

５
０
５
８

２
月
17
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
な
か
は
ら
整
形

外
科
医
院

・�
住
所
／
真
壁
町
飯
塚
４
９
６-

１

・�
連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

23-
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９
５
５

２
月
24
日
（
日
）

・�

医
療
機
関
名
／
大
和
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
住
所
／
大
国
玉
２
５
１
３-

12

・�

連
絡
先
／
☎
０
２
９
６-

58-

７
７
８
８

※
当
番
医
は
、
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
休
日
の
場
合

は
各
庁
舎
の
日
直
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
の
う
え

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
者
募
集
（
無
料
）

シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ

▼
日
時
／
１
月
24
日
（
木
）、
13

時
30
分
～
15
時
（
受
付
13
時
15
分

～
）

▼
場
所
／
真
壁
第
１
体
育
館

▼
講
師
／
飛と

び

田た

み
つ
ゑ
先
生

▼
対
象
者
／
概

お
お
む

ね
65
歳
未
満
の
市

民
の
方

▼
募
集
人
員
／
20
名

▼
持
ち
物
／
室
内
用
の
運
動
靴
、

飲
み
物
、
タ
オ
ル

▼
申
込
期
限
／
１
月
18
日
（
金
）

リ
ン
パ
マ
ッ
サ
ー
ジ
「
か
ら

だ
の
中
の
大
掃
除
」

▼
日
時
／
２
月
13
日
（
水
）、
10

時
～
11
時
30
分

▼
場
所
／
大
和
中
央
公
民
館 

１

階
和
室

▼
講
師
／
リ
ン
パ
セ
ラ
ピ
ス
ト 

工く

藤ど
う

千ち

香か

子こ 

先
生

▼
対
象
者
／
概

お
お
む

ね
70
歳
く
ら
い
ま

で
で
、
運
動
制
限
の
な
い
市
民
の

方▼
募
集
人
員
／
40
名
（
定
員
に
な

り
次
第
締
切
）

▼
募
集
開
始
日
／
１
月
８
日（
火
）

き
ら
き
ら
健
康
講
座
　
　
　

～
き
ら
き
ら
の
健
康
は
メ
ン

タ
ル
か
ら
～
『
責
め
る
自
分
』

か
ら
『
み
と
め
る
自
分
』
に

な
ろ
う

▼
日
時
／
２
月
28
日
（
木
）、
13

時
30
分
～
15
時

▼
場
所
／
真
壁
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
大
集
会
室

▼
講
師
／IK

U
J
I

バ
ラ
ン
ス
主

宰 

シ
ニ
ア
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

吉よ
し

井い

佐さ

和わ

子こ 

先
生

▼
対
象
者
／
市
民
の
方

▼
申
込
期
限
／
２
月
27
日
（
水
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
健
康
推

進
課
（
☎
75-

３
１
５
９
直

通
、
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

―
こ
ん
に
ち
は
　
　
　

　
健
康
推
進
員
で
す
―

　
桜
川
市
健
康
推
進
員
は
１
３
３

名
で
、
市
の
委
嘱
を
受
け
て
「
心

身
と
も
に
健
や
か
な
日
々
を
あ
な

た
も
、
わ
た
し
も
」
を
活
動
テ
ー

マ
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
健

康
づ
く
り
の
活
動
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

■
き
ら
き
ら
健
康
講
座
「
子
ど
も

の
た
め
の
子
ど
も
を
守
る
放
射
線

講
座
」
に
参
加
し
て

　
放
射
線
の
正
し
い
知
識
を
得
る

た
め
に
勉
強
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
夏
休
み
中
の
開
催
だ
っ
た
た

め
親
子
の
参
加
も
あ
り
、
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
に
安
心
安
全
な
生
活

が
で
き
る
事
を
願
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

■
市
民
祭
「
健
康
づ
く
り
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
に
参
加
し
て

　
昨
年
11
月
３
日
の
市
民
祭
に
、

私
た
ち
健
康
推
進
員
は
、
市
民
の

方
々
の
健
康
を
守
る
目
的
で
①

知
っ
て
得
す
る
定
期
健
診
ク
イ

ズ 

②
お
口
の
中
の
健
康
度
セ
ル

フ
チ
ェ
ッ
ク 

③
親
子
で
遊
ぼ
う

バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト 

④
減
塩
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン 

⑤
心
の
健
康
づ
く
り

コ
ー
ナ
ー
に
参
加
し
、
特
に
「
健

康
診
断
を
必
ず
受
け
、
自
ら
の
健

康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。」
と
来
場

さ
れ
た
方
々
に
声
か
け
を
い
た
し

ま
し
た
。

　
私
た
ち
人
間
に
と
っ
て「
健
康
」

ほ
ど
尊
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
の
た
め
に
お
役
に
立
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。

２月分

《問合先》健康推進課
　　　　 ☎ 0296- 75- 3 1 5 9（直通）
　　　　 ☎ 58-5111・75-3111（代表）

桜川市真壁町桜井765-2

～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～～ お客さまに 豊かさと繁栄を ～

TEL 0296-54-1540
Homepage  http://www.furuhashikaikei.com

古橋伸夫税理士事務所古橋伸夫税理士事務所
ひばりひばり

デイサービスセンター

３つの
特　徴
３つの
特　徴

TEL 0296－76－5021

URL：http://kantoshigen.co.jp/̃hibari/
〒309－1453 桜川市友部951－1

10 月１日オープンにつき利用者募集中！

１.桜川市初の日曜日営業
２.桜川市初の人工炭酸泉
３.施設内全面床暖房完備

勉強がらくになるのは公文式！勉強がらくになるのは公文式！
はじめよう！

ぜひ一度、

 教室を見に

  来て下さい。

真壁中央・十里・明野ピース･スフィア教室

真壁中央：桜川市真壁町田52-4

乳幼児教室
小学生教室
中学生教室
高校生教室

0296－57－2969代表

～活動の様子～

～キャンペーンの様子～
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70-461870-4618

パワーマート岩瀬店前パワーマート岩瀬店前 平日6：30まで受付平日6：30まで受付
ナ　オ　　シ　 ロ　イ　ハ

検索とびた歯科クリニック

（休診日：日曜・祝日、水曜）

歯科　小児歯科 インプラント
（自由診療 １歯 20 万円～）

床　矯　正
（自由診療 ９万円～）

桜川市西飯岡539-4  坂戸小学校正門前 ☎0296－76－3700http://www.yanagida-dc.com

■診療時間／午前9：00～ 12：30 
　　　　　　午後2：30～　7：00
■休 診 日／木曜午後・土曜午後・日曜・祝日

歯科医師　柳田佳代子　柳田充康

歯科用CTあり（撮影料 19,800 円～）

　
日
本
酒
造
り
の
特
徴
　
　

　
　
　
　
　
　「
段
仕
込
み
」

　
日
本
酒
は
、
お
米
を
発
酵
さ
せ

て
造
る
醸
造
酒
。
そ
の
日
本
酒
の

元
と
な
る
醪
の
材
料
の
麹

こ
う
じ

・
蒸む

し

米ま
い

・
水
を
一
度
に
入
れ
ず
、
三
段

階
に
分
け
て
仕
込
み
を
す
る
作
業

が
「
段
仕
込
み
」
と
呼
ば
れ
、
日

本
酒
造
り
の
特
徴
で
す
。

　
段
仕
込
み
は
、
雑
菌
の
繁
殖
を

抑
え
つ
つ
酵
母
の
増
殖
を
促
し
、

醪
の
温
度
管
理
を
し
や
す
く
す
る

た
め
の
独
特
な
方
法
。

　
冬
の
冷
え
込
ん
だ
酒
蔵
の
中

で
、
品
質
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に

素
早
く
作
業
を
す
る
必
要
が
あ

り
、
25
㎏
も
の
蒸
米
を
担
い
で
走

っ
た
り
、
蒸
し
あ
が
っ
た
ば
か
り

の
熱
い
蒸
米
を
素
手
で
広
げ
た
り

と
、
と
て
も
大
変
な
作
業
で
す
。

　
地
元
原
材
料
の
日
本
酒
で

　
　
　
　
　
地
元
を
元
気
に

　
今
年
で
2
年
目
と
な
る
、
こ
の

真
壁
高
校
生
徒
と
日
本
酒
蔵
元
の

協
働
に
よ
る
日
本
酒
造
り
は
「
地

元
真
壁
高
校
の
生
徒
が
育
て
た
お

米
を
使
っ
て
、
地
元
を
元
気
に
す

る
お
酒
を
造
り
た
い
。」
と
い
う
、

同
蔵
元
社
長
の
思
い
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

　
こ
の
日
本
酒
は
、
真
壁
高
校
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
を
は
じ
め
、
醸
造
用

水
は
筑
波
山
水
系
地
下
水
、
酵
母

は
磯
部
地
区
の
山
桜
の
花
び
ら
か

ら
採
取
し
た
酵
母
を
使
用
す
る
な

ど
、
１
０
０
％
桜
川
市
産
の
原
材

料
の
日
本
酒
で
す
。

　
真
壁
高
校
生
徒
の
奮
闘

　
こ
の
酒
造
り
に
は
、
真
壁
高
校

２
年
生
３
人
、
１
年
生
６
人
の
計

９
人
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
全
員
が
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
員
で
団
結
力
が
あ

り
、
昨
年
、
同
作
業
を
経
験
し
た

２
年
生
が
１
年
生
に
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
な
が
ら
、
日
本
酒
造
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
生
徒
の
皆
さ
ん
が
、
春
の
種
撒

き
か
ら
秋
の
収
穫
ま
で
丹
精
込
め

て
作
っ
た
醸
造
米
コ
シ
ヒ
カ
リ

は
、
日
本
酒
造
り
が
本
格
的
に
始

ま
る
11
月
下
旬
か
ら
、
精
米
さ
れ

蒸
さ
れ
ま
す
。
蒸
さ
れ
た
米
は
、

麹
造
り
・
酒し

ゅ

母ぼ

・
醪
の
仕
込
み
に

使
わ
れ
ま
す
。

　
２
年
生
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
キ

ャ
プ
テ
ン
の
小お

島じ
ま

幹み
き

生お

さ
ん
は
、

「
地
道
な
作
業
が
色
々
と
あ
り
大

変
だ
け
ど
、
み
ん
な
で
一
緒
に
作

業
す
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
い
。

今
年
は
昨
年
以
上
に
お
い
し
い
お

酒
を
造
り
た
い
。」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

　
本
格
的
な
冬
の
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
昨
年
12
月
中
旬
、
真
壁
高

校
生
徒
と
市
内
の
日
本
酒
蔵
元
の
皆
さ
ん
が
、
桜
川
市
を
元
気
に

す
る
お
酒
（
日
本
酒
）
を
造
ろ
う
と
、
そ
の
原
酒
の
元
に
な
る

「
醪

も
ろ
み

」
を
造
る
た
め
に
「
段だ

ん

仕じ

込こ

み
」
を
行
い
ま
し
た
。

真壁高校生徒と
市内蔵元の
協働による日本酒造り
～ 100％桜川市産の原材料の日本酒 ～

酒造りに参加している真壁高校生徒の皆さんと蔵元社長（左から５番目）

段仕込みで醪を造るため、酒タンクに蒸米を入れる
真壁高校生徒の皆さん
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茨城県高圧ガス保安協会 岩瀬部会（笠間支部）
☎0296－72－5084（LPG保安センター内）

ＬＰガス販売店は安全で安心して暮らせるまちづくりに協力しています

業務のかたわら防犯パトロール
を実施しています。

ガス点検に併せ高齢者の皆様に
お声かけを行っています。

子供や女性等、犯罪被害に遭遇
した場合、避難所として提供し
ています。

高齢者の見守運動高齢者の見守運動 「かけこみ１１０番」「かけこみ１１０番」 防犯パトロール防犯パトロール

例えば、：一人暮らしや高齢者世帯を訪問して心配ごとなどを聴いています。
　　　　：目の不自由な高齢者の方の郵便物の代読など
どうぞ、お取引の販売店へ遠慮なくお話ししてください。

企
画
課
〈
統
計
・
市
民
協
働
グ
ル
ー
プ
〉

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
、
内
線
１
２
７
３
）

市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

vol.19

あ 
な 

た

真
壁
八は

な七
ま
る
市い

ち

　
昨
年
の
12
月
8
日
、
真
壁
町
真

壁
の
仲
町
休
憩
所
付
近
で
2
回
目

と
な
る「
真
壁
八
七
ま
る
市
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。こ
の「
市
」は
、
２

つ
の
市
民
団
体
と
県
立
真
壁
高
校

が
連
携
し
て
始
め
た
も
の
で
す
。

　
真
壁
の
町
中
に
賑
わ
い
を
つ
く

り
た
い
と
い
う
真
壁
八は

七な

咲さ

き

社し
ゃ
ち
ゅ
う中
の
皆
さ
ん
。
子
ど
も
た
ち
に

真
壁
の
美
味
し
い
も
の
や
懐
か
し

い
遊
び
を
伝
え
た
い
と
い
う
桜
川

芋
煮
会
も
開
催
さ
れ
、
会
場
は
和

や
か
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
市
民
団
体
が
連
携
し
て
始
め
た

小
さ
な
試
み
。
い
く
つ
か
の
団
体

が
手
を
結
ぶ
こ
と
で
、
大
き
な
力

を
発
揮
し
ま
す
。

　
近
所
の
皆
さ
ん
も
加
わ
り
、
真

壁
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
動
き

始
め
ま
し
た
。
ひ
な
ま
つ
り
の
よ

う
に
真
壁
八
七
ま
る
市
が
定
着
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

わ
い
わ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
３

■
日
時
／
2
月
2
日
（
土
）
13
時

20
分
～
17
時
（
受
付
13
時
）

■
会
場
／
日
本
ハ
ム
下
館
工
房

（
筑
西
市
み
ど
り
町
２-

８-

29
）

■
内
容
／
ソ
ー
セ
ー
ジ
づ
く
り
と

テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

■
募
集
／
28
歳
～
35
歳
ま
で
の
独

身
男
女
各
15
名

■
会
費
／
男
性
４,
０
０
０
円
　

女
性
２,
０
０
０
円

■
受
付
開
始
／
1
月
4
日
（
金
）

～
15
日
（
火
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
桜
川
市
企

画
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
、
内
線
１
２
７
３
（
平

日
の
み
））

※
い
ば
ら
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

（h
p
p
t://w

w
w

.ib
ccn

et.com

）

バ
レ
ン
タ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー

■
日
時
／
2
月
10
日
（
日
）
11
時

30
分
～
15
時
（
受
付
11
時
）

■
会
場
／O

R
E

N
G

E
 C

A
F

E

（
筑
西
市
下
岡
崎
２-

４-

９
）

■
募
集
／
40
歳
以
下
の
独
身
男
女

各
15
名
（
先
着
順
）

■
会
費
／
男
性
６,
０
０
０
円
　

女
性
１,
５
０
０
円

■
受
付
開
始
／
1
月
6
日
（
日
）

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
メ

ド
ウ
ル
ミ
ー
ト
ク
ラ
ブ
　
小こ

池い
け

（
☎
０
２
９
６-

25-

２
６
７
８
）

本
物
づ
く
り
委
員
会
の
皆
さ
ん
。

こ
こ
に
、
地
域
と
生
徒
た
ち
と
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
い
と
い

う
真
壁
高
校
が
加
わ
り
、
真
壁

八
七
ま
る
市
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
2
回
目
と
な
っ
た
「
市
」
で
は
、

近
所
の
皆
さ
ん
も
自
主
的
に
参
加

し
、コ
ー
ヒ
ー
を
振
る
舞
っ
た
り
、

子
ど
も
た
ち
へ
昔
の
遊
び
を
教
え

た
り
と
、「
市
」
の
輪
が
広
が
っ
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
正
月
の
し
め
縄
づ
く
り

を
体
験
す
る
教
室
や
、
ふ
れ
あ
い

新
し
い
一
年
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
年
も
市
民
の
皆
さ
ま
の
活
躍
す
る
姿

を
お
伝
え
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

仲町休憩所には、真壁高校の生徒たちが育
てた野菜が並べられ高校生八百屋が誕生

真壁八七まる市では青空の下、芋煮会が行わ
れたくさんの人が芋煮の味を楽しみました。

10 人が参加して行われたしめ縄づくり体
験教室

♡ 

婚
　
活
　
情
　
報 

♡
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新刊 紹介BOOK  REVIEW

岩瀬中央公民館
《児童図書》

絵でわかる英語じてん １～５  　　羽鳥　博愛 監修

そらまめくんのぼくのいちにち　　　　　なかやみわ 作・絵

綱引いちゃった！     　　百瀬しのぶ 著

真代家こんぷれっくす！    　　宮沢みゆき 著

《一般図書》

はなちゃんのみそ汁　　　　　　　　　　安武信吾・千恵・はな 著

汚れちまった道　　　　　　　　　　　　内田　康夫 著

あなたの知らない茨城県の歴史　　　　　山本　博文 監修

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

75-

０
３
４
４

【今月のお薦め本】

新島八重その生涯
不破　俊輔 著

大和中央公民館
【今月のお薦め本】

ソロモンの偽証
第Ⅰ～Ⅲ部
宮部　みゆき 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間
（
１
人
５
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

58-

７
１
１
７

《児童図書》

ポプラ社の絵本 １～６巻    　　山下明生 他５名 作

カラー版 ナルニア国物語（ライオンと魔女・馬と少年・

魔術師のおい・朝びらき丸東の海へ・銀のいす）　C.S. ルイス 作

コミック アフタヌーン KC おおきく振りかぶって 19 巻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひぐちアサ 著

《一般図書》

夏目影二郎始末旅（一～七巻・十～十四巻）　佐伯　泰英 著

大活字本シリーズ 愛する源氏物語 上・下巻　俵　　万智 著

鍵のない夢を見る　　　　　　　　　　　�村　深月 著
サファイア      　　湊　かなえ 著

仕事は楽しいかね？    　　デイル・ドーテン 著

【今月のお薦め本】

笑顔で生きる魔法の言葉
高橋　尚子 著

《児童図書》

特急おべんとう号　　　　　　　　　　　岡田よしたか 文／絵

おつきさまこっちむいて　　　　　　　　片山令子 文／片山健 絵

ちょうちょうひらひら　　　　　　 まどみちお 文／にしまきかやこ 絵

ふくしまからきた子　　　　　　　　　　松本猛 文／松本春野 文／絵

シャーロットとしろいうま　　ルース・クラウス 文／モーリス・センダック 絵

３つのなぞ　　　　　　　　　　　　　　ジョン・Ｊ・ミュース 文／絵

《一般図書》

＜甲賀忍者＞の実像　　　　　　　　　　藤田　和敏 著

専門家の予測はサルにも劣る　　　　　　ダン・ガードナー 著

生活の中の愛国心　　　　　　　　　　　曾野　綾子 著

はかぼんさん　空蝉風土記　　　　　　　さだまさし 著

竹に紅虎　　　　　　　　　　　　　　　下川　　博 著

虚像の道化師 ガリレオ７　　　　　　　 東野　圭吾 著

貸
出
期
間 

▼ 

２
週
間（
資
料
合
計:

１
人
10
冊
ま
で
）

開
放
時
間 

▼ 

平
日
10
時
〜
18
時
、土
・
日
曜
日
９
時
〜
17
時

休

館

日 

▼ 

月
曜
日
・
祝
日

問

合

先 

▼ 

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
５

真壁伝承館 真壁図書館

あなたの描く想像を現実に

より綺麗に　より美しく

あなたと感動を

繋ぐ存在でありたい。

あなたの描く想像を現実に

より綺麗に　より美しく

あなたと感動を

繋ぐ存在でありたい。

Digital Print Co.Ltd.Digital Print Co.Ltd.Digital Print Co.Ltd.

TEL.0296-54-2626（代）
FAX.0296-54-2724 ムラカミ書店

桜川市真壁町真壁198 TEL0296-55-3160

『筑西・結城・下妻・桜川の昭和』
写真集発刊　　　

『筑西・結城・下妻・桜川の昭和』
写真集発刊　　　

昭和初期から昭和55年頃迄の昭和初期から昭和55年頃迄の

本・文具・事務用品・印章 (印鑑翌日仕上げ)等

写真募集写真募集
およびおよび

予約受付中予約受付中
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文
芸 

さ
く
ら
が
わ

公認公認明野自動車学校明野自動車学校 ☎0296
（52）2811
☎0296
（52）2811

スピードプランとは：短期集中型プランです。当校の決めたスケジュールによる教習となります。
マイプランとは：予約設定型プランです。教習生の都合に合わせて予約を入れます。

あなたの就職前・入学前の免許取得を応援します。あなたの就職前・入学前の免許取得を応援します。
スピードプラン・マイプラン料金スピードプラン・マイプラン料金

スピードプラン＆マイプラン料金スピードプラン＆マイプラン料金
・料金は教習が順調に進ん
　だ場合の設定です。

・教習時限の乗り越し、検
　定不合格等により追加料
　金が必要となります。

ＡＴ車 302,400 円　ＭＴ車 315,600 円ＡＴ車 302,400 円　ＭＴ車 315,600 円

明野自動車学校の明野自動車学校の免許を免許を
取ろう!!取ろう!!
免許を免許を
取ろう!!取ろう!!
フリープランもあります。
料金は、スピードプラン・マイプランより 21,000 円安くなります。

　
俳
　
句

【
桜
川
市
岩
瀬
「
萩
」
俳
句
会
】

長
城
を
越
え
て
万
里
を
白
鳥
来
　
　
　 

小
林 

啓
治

妻
と
来
し
紅
葉
の
中
の
観
音
寺
　
　
　 
荻
原 

勅
彦

満
天
星
の
紅
葉
を
散
ら
す
雀
ど
ち
　 

三
代 
み
ち
よ

金
色
の
小
鳥
飛
び
舞
ふ
銀
杏
か
な
　 

入
山 

ひ
ろ
子

良
き
こ
と
を
数
へ
て
眠
る
北き

風た

吹
く
夜
　
若
色 

寿
美
女

枯
菊
を
焚
け
ば
け
む
り
の
紫
に
　
　 

金
田 

と
う
女

冬
ざ
れ
の
水
音
か
す
か
に
夕
深
む
　
　 

永
瀬 

ち
い

豊
か
さ
の
中
の
愚
か
さ
蜜
柑
む
く
　
　 

細
谷 

充
女

雪
の
富
士
見
え
て
そ
れ
ぞ
れ
寡
黙
か
な
　
齋
藤
み
よ

コ
ー
ト
着
て
さ
ら
り
と
包
む
迷
ひ
事
　
萩
原
き
し
の

【
茂
山
俳
句
会
】

物
知
り
が
一
人
加
は
り
日
向
ぼ
こ
　
　 

宮
本 

芳
江

鐘
の
音
も
冬
の
紅
葉
に
染
ま
り
け
り
　
鈴
木 

ノ
ブ
子

万
燈
や
木き

や

り遣
流
る
る
一
の
酉
　
　
　
　 

今
井 

繁
子

袢は
ん

纏て
ん

に
技
の
重
み
や
ふ
い
ご
祭
　
　 

君
島 

真
理
子

釣
瓶
落
し
ど
こ
か
で
ボ
タ
ン
押
せ
し
か
に
　
竹
林 

て
る

久
々
に
逢
ひ
て
戸
惑
ふ
木
の
葉
髪
　
　 

松
崎 

い
ま

冬
紅
葉
一
服
し
て
る
郵
便
夫
　
　
　
　 

植
田 

祥
雲

菜
園
も
抜
け
歯
の
如
し
深
む
秋
　
　
　 

大
関 

く
に

し
ぐ
れ
き
て
一
遍
像
の
下
が
り
肩
　 

海
老
沢 

静
夫

朝
焚
火
登
校
の
子
に
石
を
焼
く 

　
　
　
吉
原 

京
子

石
蕗
日
和
も
の
音
ひ
と
つ
な
か
り
け
り
　
吉
原 

秀
子

這
へ
る
子
の
脚
力
強
き
小
春
か
な
　
　 

笠
倉 

陽
子

吊
橋
の
一
歩
踏
み
出
す
冬
紅
葉
　
　
　 

田
崎 

信
子

廃
屋
や
寂
し
く
咲
け
り
冬
至
梅
　
　
　 

金
子 

弘
毅

冬
構
へ
絞
染
干
す
一
日
か
な
　
　
　 

海
老
沢 

幸
子

音
楽
祭
「
紅
葉
」
合
唱
し
て
終
る
　
　
　 

飯
山 

昭

　
短
　
歌

【
や
ま
と
早
蕨
歌
会
】

昼
下
が
り
は
し
や
い
で
遊
ぶ
三
輪
車
育
ち
さ
か
り
の

曾
孫
三
人
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

榎
戸 

栄
子

母
仕
立
て
持
た
せ
て
く
れ
し
着
物
類
　
躾
の
ま
ま
に

我
は
老
い
ゆ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

木
藤 

と
み

無
人
家
に
古
井
戸
あ
り
て
樫
の
実
の
落
下
の
音
も
水

あ
り
ひ
び
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

佐
藤 

悦
子

力
走
で
あ
の
坂
越
え
た
は
夢
の
中
覚
め
て
手
の
汗
拭

く
が
悲
し
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

田
中 

き
み

文
化
祭
野
点
の
傘
を
目
じ
る
し
に
和
室
で
な
ご
む
抹

茶
の
か
お
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

中
原 

す
み
子

お
び
た
だ
し
き
箆
あ
と
の
こ
る
裁
ち
台
に
お
も
ひ
繋

ぎ
て
年
を
忘
る
る
　
　
　
　
　
　
　
　 

中
島 

龍
子

米
磨
ぎ
て
水
一
目
盛
り
多
く
入
れ
齢
と
な
り
ぬ
今
日

こ
の
頃
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

北
条 

正
子

鉄
瓶
の
音
の
安
ら
ぐ
茶
湯
の
時と

間き

紅
い
も
よ
う
か
ん

し
づ
か
に
い
た
だ
く
　
　
　
　
　
　
　 

皆
川 

米
子

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

潮
の
香
り
の
故
郷
の
村
へ
鳴
ら
す
拍か

し
わ
で手

初
詣

つ
く
志 

輝
美

熱
い
唇
突
き
出
し
待
て
ば
ほ
ろ
り
と
ろ
け
る
ぼ
た
ん

雪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

一
木 

み
ど
り

し
め
る
障
子
も
和
風
の
お
と
で
お
ん
な
が
甘
え
る
ほ

そ
い
指
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

稲
葉 

建
正

何
時
の
間
に
や
ら
八
十
路
も
半
ば
息
を
切
ら
し
て
初

詣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

岩
瀬 

き
み
子

筑
波
山
頂
初
日
を
拝
む
打
っ
た
拍
手
宿
る
神田 

哲
人
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広報 No.175 １月１日発行 　真壁藍工房が開設して 10 年を迎え、これを記念し

て昨年の 12 月に真壁伝承館で「真壁藍・十年」と題

して、作品展とファッションショーが開催されました。

自作の洋服や浴衣などの藍作品を披露するため、真壁

藍保存会の皆さんは、自らがモデルとなって身に着け、

多くの観客から注目を浴びていました。

※このコーナーに掲載をご希望の方は、秘書広報課　（☎58-5111・75-3111 ／内線 1268）までお申込みください。

【 表　紙 】

お
じ
い
ち
ゃ
ん
か
ら
ひ
と
こ
と

　
お
っ
と
り
し
て
い
る
瑛
大
、

ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
ま
な
え
れ

ん
。
こ
れ
か
ら
も
元
気
に
仲
良

く
、
い
ろ
い
ろ
な
事
に
挑
戦
し

て
頑
張
っ
て
成
長
し
て
い
っ
て

ね
。

お
と
う
さ
ん
・
お
か
あ
さ
ん

か
ら
ひ
と
こ
と

　
ぬ
い
ぐ
る
み
が
大
好
き
な
陽

菜
ち
ゃ
ん
。
い
つ
も
元
気
で
た

く
さ
ん
動
き
回
っ
て
る
ね
。
こ

れ
か
ら
も
す
く
す
く
成
長
し
て

笑
顔
が
可
愛
い
陽
菜
ち
ゃ
ん
で

い
て
ね
。

廣ひ
ろ

瀬せ 

瑛え
い

大た

ち
ゃ
ん
（
写
真
左
）

 

平
成
17
年
10
月
１
日
生

（
東
飯
田
地
区
）

小こ
ば
や
し林 

陽ひ

菜な

ち
ゃ
ん

 

平
成
23
年
11
月
19
日
生

（
上
城
地
区
）

廣ひ
ろ

瀬せ 

え
れ
ん
ち
ゃ
ん（
写
真
右
）

 

平
成
19
年
９
月
29
日
生

　
昨
年
12
月
、
青
少
年
育
成
桜
川

市
民
会
議
主
催
の
「
平
成
24
年
度

桜
川
市
青
少
年
の
主
張
大
会
」が
、

大
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
「
シ
ト

ラ
ス
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
今
回
で
７
回
目

を
迎
え
、
市
内
の
小･

中
学
校
お

よ
び
高
等
学
校
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

選
ば
れ
た
児
童
・
生
徒
19
人
が
各

自
５
分
間
程
度
で
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

　
小
学
生
の
児
童
た
ち
は
、「
将

来
の
夢
」「
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
学
ん

だ
こ
と
」「
友
達
の
大
切
さ
」
な

ど
集
団
生
活
の
中
で
感
じ
た
こ
と

を
発
表
し
、
中
学
・
高
校
生
た
ち

か
ら
は
、「
障
害
者
の
た
め
に
自

分
が
で
き
る
こ
と
」「
い
じ
め
を

な
く
す
に
は
」「
動
物
の
命
の
尊

さ
」「
日
常
会
話
の
中
で
の
言
葉

の
持
つ
力
」「
桜
川
市
の

伝
統
文
化
の
継
承
」
な
ど

と
題
し
、
人
を
思
い
や
る

心
と
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
の
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
真
壁
高
校
に
通

う
ス
リ
ラ
ン
カ
出
身
の
１

年
生
女
子
生
徒
は
、「
祖

国
の
農
業
の
た
め
に
で
き

る
こ
と
」
に
つ
い
て
流
暢

な
日
本
語
で
熱
く
語
り
ま

し
た
。

　
児
童
・
生
徒
た
ち
の
真

剣
な
発
表
に
、
来
場
し
た

多
く
の
皆
さ
ん
は
、
た
く

さ
ん
の
拍
手
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

「
桜
川
市
青
少
年
の
主
張
大
会
」

児
童
・
生
徒
た
ち
が
熱
弁

多
く
の
来
場
者
の
前
で
堂
々
と
ス
ピ
ー
チ
を
終
え
た
児

童
・
生
徒
た
ち
と
青
少
年
育
成
桜
川
市
民
会
議
役
員
の

皆
さ
ん
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